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膜において微細構造学的に TJの分布や分子生物学的，免疫組織化学的に CLD 組成などの構成タンパク
の存在が報告されている。しかしながら，TJのバリア機能について観察したものはなく，特に咀嚼粘
膜に分類される口蓋粘膜上皮における TJの存在や構成タンパクについての報告はない。そこで本研究



























免疫組織化学的観察では，口蓋粘膜上皮の TJの構成分子として OCD，CLD-1, -4が存在することが明













































かとなった。さらに，TJ存在部位以外の細胞層に TJ 構成タンパクの一種である CLDが分布すること
を明らかにした。 
 以上の結果から，本研究は口腔粘膜上皮を介した物質輸送・浸透ならびにバリア機能を理解する
上で重要な知見を示したものである。よって審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文として
の価値を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
